
理工系に進む女性が少ない背景には、女性が理工系を選択しにくいジェンダーに
起因する構造的要因が存在します。こうした要因を整理した上で、その是正策の
一つとして近年多くの大学で導入されている理工系女子枠入試の意義をお話しま
す。女子枠入試は賛否の分かれる施策ですが、反対意見にも着目しながら、今、
暫定的な措置として導入する意義があることなどに触れます。

主催：滋賀県立大学工学部
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Tech サロン参加企業

滋賀県立大学
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滋賀県立大学３０周年記念事業

理工系の女子
枠入試の

              
 意義を考える

お申込み受付は
１/�� ㈮まで

https://forms.office.com/r/QBS�XPmVTZ

▼本学工学部の教員は申込み不要です !申込方法
▼工学部以外の教職員の方で出席ご希望の場合は
　下記 UR コード、あるいは URL からお申し込みください

京都産業大学副学長
現代社会学部教授

藤野 敦子先生
Atsuko Fujino

講師

参加費無料！

    【お問い合わせ先】
    　工学部長控室
　　TEL：����-��-����
     　E-mail : eng-hikae@office.usp.ac.jp

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=k_eIEnyNZ0aQnp_h9x0HCQYFaaS8JTtDrRLKAjXlFgJUQ0lDU0xUUkhSQVBGNjg4VzVXU1hWQlFLSi4u&route=shorturl
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